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2月3日（日）に神戸市で開催された、団塊世代の地域づくり活動支援フォーラムの様子をご報告します。 

特集1

団塊世代の地域づくり活動支援フォーラム開催 
特集2

のじぎくボランタリーネット報告 

紹介します！ボラセンの取り組み
「障害者の余暇活動の充実のために 
　　 ～余暇活動ボランティアの養成～」 

NPOと企業
「―協働のポイントをさぐる―」 

広がれ! ボランタリーネットワーク
「NPO法人と木材コーディネーターのいい関係」 

広がれ! V-NET

広報力
「NPOのための広報基礎」 

プラザ通信
「ひょうごボランタリースクエア21」 
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団
塊
世
代
の
地
域
づ
く
り
 

　
　
　
　
　
活
動
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
 

団
塊
世
代
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
動
向
に

注
目
が
集
ま
る
中
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
担

い
手
と
し
て
団
塊
世
代
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
団
塊
世
代
の
地
域
活
動
参
加
な

ど
を
支
援
す
る
事
業
等
が
人
集
め
に
苦
戦
し

て
い
ま
す
。
 

そ
れ
は
な
ぜ
か
？
団
塊
世
代
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
支
援
策
と
は
何
か
？
 

今
号
の
特
集
で
は
、
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
プ
ラ
ザ
が
、
平
成
２０
年
２
月
３
日
（
日
）

兵
庫
県
私
学
会
館
（
神
戸
市
）
で
開
催
し
た

―
ダ
ン
カ
イ
世
代
の
皆
様
！
本
音
を
教
え
て

く
だ
さ
い
！
―
「
団
塊
世
代
の
地
域
づ
く
り

活
動
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
内
容
と
、
本
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
協
力
団
体
が
取
り
組
ん
で

い
る
「
団
塊
世
代
等
地
域
づ
く
り
活
動
支
援

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
あ
わ
せ

て
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

●
団
塊
世
代
の
本
音
教
え
て
く
だ
さ
い
。
 

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
を
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
方
、

退
職
後
の
過
ご
し
方
を
検
討
中
の
方
、
平
成

１９
年
度
に
実
施
し
た
「
団
塊
世
代
等
地
域
づ

く
り
活
動
き
っ
か
け
づ
く
り
支
援
事
業
」
※
１

の
参
加
者
、
（
平
均
年
齢
６０
・
９
歳
〈
８
割

が
男
性
〉
）
と
、
行
政
職
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員

な
ど
６０
人
で
、
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
共
育
企
画

の
川
中
大
輔
氏
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
迎
え
、

団
塊
世
代
の
本
音
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

●
見
え
て
き
た
本
音
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
個
人
で
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
質
問
事
項
に
そ
っ
て
意
見
を
記
入
し
、

そ
れ
を
も
と
に
ま
ず
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

い
さ
ら
に
、
出
さ
れ
た
意
見
を
ふ
ま
え
て
、

具
体
的
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
効
果
的

な
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
出
し
、
グ
ル
ー
プ
で

ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。
（
表
１
）
 

グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
収
入
問
題
や
年
金

問
題
な
ど
、
生
活
課
題
に
対
す
る
意
見
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
人
生
を

よ
り
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
地
域
社
会
に

必
要
な
も
の
と
は
何
か
、
そ
れ
は
団
塊
世

代
支
援
と
い
う
枠
組
み
で
と
ら
え
る
の
で

は
な
く
、
„
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
“

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
で
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
は
、
地
域
で
の

活
動
情
報
や
、
地
域
の
現
状
、
活
動
支
援

体
制
が
地
域
住
民
に
見
え
て
こ
な
い
と
い

う
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
 

 

集まらない原因 
・ 既存の事業は女性中心
・ 団塊という枠組みは必要ない
・ ボランティアに関する情報が身近にない
・ ボランティア＝福祉活動のイメージがある
・ ボランティアしている人と接する機会がない
・ 働くこと＝生活の基盤を整えることが最優先
・ 受身な事業企画が主で面白さにかける
・ 時間的余裕がない
・ 現職時代に退職後に関する情報が少ない

過ごし方 
・ 収入確保のため仕事（パートタイマー）
・ 自由時間＝ボランティアとは限らない
・ やりたことは何かつきつめて考えたことがない
・ 仕事とボランティアが両立できればやりたい
・ 教養を深めること。勉強。（大学に入学）
・ 働いてきた分、ゆっくり過ごしたい
・ 自由なスケジュールをたてて過ごす
・ 趣味を楽しむ
・ 高齢者を社会の資源として活かす仕組みを考える 

●地域づくり活動への参加体験をふりかえり、なぜ事業に参加しようと思ったか、参加してどうだったか、この事業を工夫 
　するとすればどこか 
 

●なぜ団塊世代を対象にした事業に人が集まらないのか、退職後の過ごし方をどう考えているか 
 

●これからの人生をより豊かに過ごすには、どのような機会や場、支援を求めるか 

仕事との両立 
・ 職業の紹介
・ 有償のボランティア活動
　 人材の有効活用の仕組みづくり
・ 地域活動について相談できる場所を紹介する。
・ 入門講座などステップアップできるプログラムの充実
・ 人材登録などの活用状況をＰＲし、役立っていることを
　 地域も活動者自体も実感できるようにする。

出会い・交流の場 
・ 身近に交流できる場をつくるつながりカフェのような出
　 会いがある情報交換の場
・ 公共施設の開放。
・ コーディネーターが出会いや、マッチングをサポートする。
　 情報提供・広報手段、先の改善
・ 情報を見つけやすくする。（マスコミなども上手く活用する）
・ 伝え方・説明の工夫が必要。（事業の特色をわかりやすくする）

活動体験からの気づき 
・ 実際ボランティア体験をしてみて活動のイメージができた
・ 地域の様子に関心がでてきた
・ 先輩や同年代の生き方に刺激をうけた
・ ボランティアの表情がイキイキしている

工夫点 
・ 募集方法の工夫（地域ごと、少人数制、定期的に）
・ 事業内容を分かりやすくする
・ 参加しやすい設定づくり（短期、長期、入門、実践）
・「夫婦で参加」など参加条件をつけてみる
・ 体験者からの声を聞く機会をつくる

 

（表1）ダンカイの世代ぶっちゃけ話 

※
１ 

団
塊
世
代
等
地
域
づ
く
り
活
動
 

き
っ
か
け
づ
く
り
支
援
事
業
 

こ
の
事
業
は
、
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
基
金
助
成
を
受
け
て
、

団
塊
の
世
代
を
対
象
と
し
た
行
政
、

県
参
画
協
働
課
か
ら
の
提
案
に
つ

い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
独
自
の
ア
イ
デ

ア
を
付
加
し
、
協
働
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
 

概
要
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
等
で
の
「
地
域
づ
く

り
」
ミ
ニ
体
験
機
会
等
を
提
供
し
、

新
た
な
仲
間
づ
く
り
や
、
「
楽
し

さ
」
と
「
生
き
が
い
」
に
満
ち
た

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
考
え
る
一
つ

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
応
援
す
る

も
の
で
す
。
 

（
表
2
実
施
概
要
）
 

（表2）平成19年度「団塊世代等地域づくり活動きっかけづくり支援事業」の実施概要! 
 ① 団塊世代等を対象とした地域づくり活動の体験機会の提供（ 5日間程度）
 ② ①の活動体験前の準備セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ③ ①の活動体験後の活動継続に向けたフォローアップ（ 活動体験発表会や交流会 ）

実施団体 ①地域づくり活動体験 
　実施内容 

②地域づくり活動体験 
　準備セミナー（各テーマ） 

③活動継続に向けた 
　フォローアップセミナー 

●
本
音
を
う
け
て
、
感
想
 

各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
受
け
て
行
政
の
出

席
者
か
ら
は
、
「
今
後
の
地
域
づ
く
り
は
、

地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
と
連
携
し
進
め
る
こ

と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
も
、
中
間
支
援
組

織
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
役
割
は
重
要

に
な
っ
て
お
り
、
中
間
支
援
に
対
す
る
さ
ら

な
る
支
援
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
々

か
ら
の
労
働
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
相
談
に
対
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
の
総
合
相
談
窓
口
の
案
内
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
ど
の
事
業
も
情
報
と
し
て

届
い
て
い
な
け
れ
ば
、
や
っ
て
い
な
い
こ
と

と
同
じ
。
発
信
方
法
の
工
夫
や
、
得
意
な
主

体
と
の
協
働
な
ど
に
よ
り
改
善
に
努
め
た
い
。
」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
企
画
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
「
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
身
近
な
地

域
課
題
に
即
し
た
活
動
が
強
み
で
す
。
運
営

資
金
・
マ
ン
パ
ワ
ー
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
周
知
や
、
働
く
こ

と
と
社
会
貢
献
の
機
会
を
う
ま
く
創
出
で
き

れ
ば
、
新
た
な
協
力
者
を
獲
得
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
」
と
率
直
な
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

参
加
者
か
ら
は
、
「
同
年
代
の
生
き
方
や
、

自
分
に
は
な
い
新
た
な
考
え
方
を
聞
い
て
刺

激
を
受
け
た
」
と
言
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
 

人
と
人
と
の
出
会
い
の
場
、
交
流
の
場
が

個
人
の
人
生
あ
る
い
は
地
域
を
よ
り
豊
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
 

  団
塊
世
代
等
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
 

ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、

平
成
１９
年
度
「
団
塊
世
代
等
地
域
づ
く

り
活
動
き
っ
か
け
づ
く
り
支
援
事
業
」

の
実
施
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
、
団
塊
世
代
へ
の
地

域
活
動
支
援
に
関
す
る
情
報
交
換
を
目

的
と
し
、
本
会
議
を
7
回
に
わ
た
り
実

施
し
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
、
団
塊
世
代
の
退
職

後
の
過
ご
し
方
と
し
て
、
そ
の
多

く
は
地
域
活
動
の
場
に
参
加
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
先
入
観
、

期
待
感
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

各
団
体
事
業
を
進
め
る
う
ち
に
、

広
報
し
て
も
参
加
者
が
な
か
な
か

集
ま
ら
な
い
。
ま
た
、
地
域
活
動

に
入
る
前
の
準
備
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
は
あ
っ
て
も
、
実
際
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
に
踏
み
出
す
方
は
そ

の
半
数
と
い
う
現
状
で
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
団
塊
世

代
の
ニ
ー
ズ
を
明
確
に
把
握
す
る

事
が
今
後
の
事
業
展
開
に
必
要
と

考
え
、
団
塊
世
代
の
本
音
を
聞
く

と
い
う
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
い

た
し
ま
し
た
。
 

 

特 集  

�

(特非)阪神高齢者･障害
者支援ネットワーク
　　代表　黒田　裕子

(特非)しゃらく
　　代表　小倉　譲

(特非)ＡＳＵネット
　　代表　礒田　洋一

(特非)シンフォニー
　　代表　山崎　勲

(特非)場とつながりの
　　  研究センター
　　代表　佐藤　等史

(特非)明石ＮＰＯセンター
　　代表　野村　明伯

福祉
・ 子育て
・ 高齢者
・ 障がい者福祉
・ 高齢者移送
・ 外出介助

まちづくり
・市民活動
・自治会活動

環境保全
・里山保全
・子ども自然学習

防災

社会教育

文化イベント､

ITサポート
・パソコン研修

いつどこにいても
「自分らしく」生きるため
チャレンジし続けよう

定年後の歩き方
定年後の10万時間を楽しく
過ごすコツがある

街に出よう！
仲間をつくろう！
自分を知ろう！

地域に探す夢の続き

地域で暮らす・地域で遊ぶ・
地域を知る

地域活動を体験して
生きがいを見つけよう！

意見交換・交流会、
フォローアップ研修

交流会
（活動体験の情報交換・
　会社以外の仲間づくり）

活動体験発表、意見交換、団塊の
世代『地域デビュ ーパーティ』、
団塊世代の自主企画の支援・市民
活動体験フォーラム

活動体験発表･意見交換、
地域づくり活動＆
　　　キャリア登録相談会

活動体験の発表会

交流会（活動団体の紹介・
　　　　体験談・交流会）、
パソコン講座（情報収集や
　　　　サイト活用方法）

神
　
戸
 

阪
　
神
 

播
　
磨
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大
輔
氏
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
迎
え
、

団
塊
世
代
の
本
音
を
探
る
こ
と
を
目
的
に
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

●
見
え
て
き
た
本
音
 

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
個
人
で
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
の
質
問
事
項
に
そ
っ
て
意
見
を
記
入
し
、

そ
れ
を
も
と
に
ま
ず
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

い
さ
ら
に
、
出
さ
れ
た
意
見
を
ふ
ま
え
て
、

具
体
的
な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
効
果
的

な
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
出
し
、
グ
ル
ー
プ
で

ま
と
め
て
発
表
し
ま
し
た
。
（
表
１
）
 

グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
収
入
問
題
や
年
金

問
題
な
ど
、
生
活
課
題
に
対
す
る
意
見
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
人
生
を

よ
り
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
地
域
社
会
に

必
要
な
も
の
と
は
何
か
、
そ
れ
は
団
塊
世

代
支
援
と
い
う
枠
組
み
で
と
ら
え
る
の
で

は
な
く
、
„
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
“

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
で
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
は
、
地
域
で
の

活
動
情
報
や
、
地
域
の
現
状
、
活
動
支
援

体
制
が
地
域
住
民
に
見
え
て
こ
な
い
と
い

う
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
 

 

集まらない原因 
・ 既存の事業は女性中心
・ 団塊という枠組みは必要ない
・ ボランティアに関する情報が身近にない
・ ボランティア＝福祉活動のイメージがある
・ ボランティアしている人と接する機会がない
・ 働くこと＝生活の基盤を整えることが最優先
・ 受身な事業企画が主で面白さにかける
・ 時間的余裕がない
・ 現職時代に退職後に関する情報が少ない

過ごし方 
・ 収入確保のため仕事（パートタイマー）
・ 自由時間＝ボランティアとは限らない
・ やりたことは何かつきつめて考えたことがない
・ 仕事とボランティアが両立できればやりたい
・ 教養を深めること。勉強。（大学に入学）
・ 働いてきた分、ゆっくり過ごしたい
・ 自由なスケジュールをたてて過ごす
・ 趣味を楽しむ
・ 高齢者を社会の資源として活かす仕組みを考える 

●地域づくり活動への参加体験をふりかえり、なぜ事業に参加しようと思ったか、参加してどうだったか、この事業を工夫 
　するとすればどこか 
 

●なぜ団塊世代を対象にした事業に人が集まらないのか、退職後の過ごし方をどう考えているか 
 

●これからの人生をより豊かに過ごすには、どのような機会や場、支援を求めるか 

仕事との両立 
・ 職業の紹介
・ 有償のボランティア活動
　 人材の有効活用の仕組みづくり
・ 地域活動について相談できる場所を紹介する。
・ 入門講座などステップアップできるプログラムの充実
・ 人材登録などの活用状況をＰＲし、役立っていることを
　 地域も活動者自体も実感できるようにする。

出会い・交流の場 
・ 身近に交流できる場をつくるつながりカフェのような出
　 会いがある情報交換の場
・ 公共施設の開放。
・ コーディネーターが出会いや、マッチングをサポートする。
　 情報提供・広報手段、先の改善
・ 情報を見つけやすくする。（マスコミなども上手く活用する）
・ 伝え方・説明の工夫が必要。（事業の特色をわかりやすくする）

活動体験からの気づき 
・ 実際ボランティア体験をしてみて活動のイメージができた
・ 地域の様子に関心がでてきた
・ 先輩や同年代の生き方に刺激をうけた
・ ボランティアの表情がイキイキしている

工夫点 
・ 募集方法の工夫（地域ごと、少人数制、定期的に）
・ 事業内容を分かりやすくする
・ 参加しやすい設定づくり（短期、長期、入門、実践）
・「夫婦で参加」など参加条件をつけてみる
・ 体験者からの声を聞く機会をつくる

 

（表1）ダンカイの世代ぶっちゃけ話 

※
１ 

団
塊
世
代
等
地
域
づ
く
り
活
動
 

き
っ
か
け
づ
く
り
支
援
事
業
 

こ
の
事
業
は
、
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
基
金
助
成
を
受
け
て
、

団
塊
の
世
代
を
対
象
と
し
た
行
政
、

県
参
画
協
働
課
か
ら
の
提
案
に
つ

い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
独
自
の
ア
イ
デ

ア
を
付
加
し
、
協
働
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
 

概
要
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
等
で
の
「
地
域
づ
く

り
」
ミ
ニ
体
験
機
会
等
を
提
供
し
、

新
た
な
仲
間
づ
く
り
や
、
「
楽
し

さ
」
と
「
生
き
が
い
」
に
満
ち
た

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
考
え
る
一
つ

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
応
援
す
る

も
の
で
す
。
 

（
表
2
実
施
概
要
）
 

（表2）平成19年度「団塊世代等地域づくり活動きっかけづくり支援事業」の実施概要! 
 ① 団塊世代等を対象とした地域づくり活動の体験機会の提供（ 5日間程度）
 ② ①の活動体験前の準備セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 ③ ①の活動体験後の活動継続に向けたフォローアップ（ 活動体験発表会や交流会 ）

実施団体 ①地域づくり活動体験 
　実施内容 

②地域づくり活動体験 
　準備セミナー（各テーマ） 

③活動継続に向けた 
　フォローアップセミナー 

●
本
音
を
う
け
て
、
感
想
 

各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
を
受
け
て
行
政
の
出

席
者
か
ら
は
、
「
今
後
の
地
域
づ
く
り
は
、

地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
と
連
携
し
進
め
る
こ

と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
も
、
中
間
支
援
組

織
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
役
割
は
重
要

に
な
っ
て
お
り
、
中
間
支
援
に
対
す
る
さ
ら

な
る
支
援
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
々

か
ら
の
労
働
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
相
談
に
対
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
の
総
合
相
談
窓
口
の
案
内
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
ど
の
事
業
も
情
報
と
し
て

届
い
て
い
な
け
れ
ば
、
や
っ
て
い
な
い
こ
と

と
同
じ
。
発
信
方
法
の
工
夫
や
、
得
意
な
主

体
と
の
協
働
な
ど
に
よ
り
改
善
に
努
め
た
い
。
」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
企
画
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
「
私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
身
近
な
地

域
課
題
に
即
し
た
活
動
が
強
み
で
す
。
運
営

資
金
・
マ
ン
パ
ワ
ー
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
周
知
や
、
働
く
こ

と
と
社
会
貢
献
の
機
会
を
う
ま
く
創
出
で
き

れ
ば
、
新
た
な
協
力
者
を
獲
得
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
」
と
率
直
な
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

参
加
者
か
ら
は
、
「
同
年
代
の
生
き
方
や
、

自
分
に
は
な
い
新
た
な
考
え
方
を
聞
い
て
刺

激
を
受
け
た
」
と
言
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
 

人
と
人
と
の
出
会
い
の
場
、
交
流
の
場
が

個
人
の
人
生
あ
る
い
は
地
域
を
よ
り
豊
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
 

  団
塊
世
代
等
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
 

ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、

平
成
１９
年
度
「
団
塊
世
代
等
地
域
づ
く

り
活
動
き
っ
か
け
づ
く
り
支
援
事
業
」

の
実
施
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
、
団
塊
世
代
へ
の
地

域
活
動
支
援
に
関
す
る
情
報
交
換
を
目

的
と
し
、
本
会
議
を
7
回
に
わ
た
り
実

施
し
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
、
団
塊
世
代
の
退
職

後
の
過
ご
し
方
と
し
て
、
そ
の
多

く
は
地
域
活
動
の
場
に
参
加
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
先
入
観
、

期
待
感
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

各
団
体
事
業
を
進
め
る
う
ち
に
、

広
報
し
て
も
参
加
者
が
な
か
な
か

集
ま
ら
な
い
。
ま
た
、
地
域
活
動

に
入
る
前
の
準
備
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
は
あ
っ
て
も
、
実
際
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
に
踏
み
出
す
方
は
そ

の
半
数
と
い
う
現
状
で
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
団
塊
世

代
の
ニ
ー
ズ
を
明
確
に
把
握
す
る

事
が
今
後
の
事
業
展
開
に
必
要
と

考
え
、
団
塊
世
代
の
本
音
を
聞
く

と
い
う
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
い

た
し
ま
し
た
。
 

 

特 集  

�

(特非)阪神高齢者･障害
者支援ネットワーク
　　代表　黒田　裕子

(特非)しゃらく
　　代表　小倉　譲

(特非)ＡＳＵネット
　　代表　礒田　洋一

(特非)シンフォニー
　　代表　山崎　勲

(特非)場とつながりの
　　  研究センター
　　代表　佐藤　等史

(特非)明石ＮＰＯセンター
　　代表　野村　明伯

福祉
・ 子育て
・ 高齢者
・ 障がい者福祉
・ 高齢者移送
・ 外出介助

まちづくり
・市民活動
・自治会活動

環境保全
・里山保全
・子ども自然学習

防災

社会教育

文化イベント､

ITサポート
・パソコン研修

いつどこにいても
「自分らしく」生きるため
チャレンジし続けよう

定年後の歩き方
定年後の10万時間を楽しく
過ごすコツがある

街に出よう！
仲間をつくろう！
自分を知ろう！

地域に探す夢の続き

地域で暮らす・地域で遊ぶ・
地域を知る

地域活動を体験して
生きがいを見つけよう！

意見交換・交流会、
フォローアップ研修

交流会
（活動体験の情報交換・
　会社以外の仲間づくり）

活動体験発表、意見交換、団塊の
世代『地域デビュ ーパーティ』、
団塊世代の自主企画の支援・市民
活動体験フォーラム

活動体験発表･意見交換、
地域づくり活動＆
　　　キャリア登録相談会

活動体験の発表会

交流会（活動団体の紹介・
　　　　体験談・交流会）、
パソコン講座（情報収集や
　　　　サイト活用方法）

神
　
戸
 

阪
　
神
 

播
　
磨
 



特 集  

の
じ
ぎ
く
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ネ
ッ
ト
報
告
 

4

地域の課題を解決したいと参加者が発表
（2回目のフォーラムの一幕）

メールマガジン「のじぎくＶ-ＮＥＷＳ」の 
登録はこちらから↓ 
　http://www.hyogo-vplaza.jp/ 
※ホームページではボランタリー活動に役立
　つ情報やイベント情報、支援機関も紹介し
　ています。
　是非ご活用ください！

《
の
じ
ぎ
く
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
》
 

一
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
の
じ
ぎ
く
兵

庫
国
体
」
「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
」
で

盛
り
上
が
っ
た
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の

機
運
を
、
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
継

続
し
て
地
域
で
の
活
動
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
に
と
、
平
成
18
年
度
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
が
実
施
し
た
の
じ
ぎ
く

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ネ
ッ
ト
の
主
な
取
り
組

み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

主
な
取
り
組
み
 

 
①
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

 
 
「
の
じ
ぎ
く
Ｖ-

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
の
発
行

 
 
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
情
報
や

 
 
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載

 
②
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
（
2
回
）

 
 
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
に
関
す
る

 
 
意
識
啓
発

 
《
大
会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
 

　
　
　
　
　
　
成
果
・
課
題
は
ど
こ
に
？
》
 

大
会
後
1
年
を
経
過
し
た
平
成
19
年

11
月
8
日
（
木
）
に
第
1
回
目
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
要
約
筆
記

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
や
そ
れ
を
支
え

る
行
政
、
そ
し
て
知
的
障
害
者
フ
ッ
ト

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の
監
督
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
大
会
当
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
成
果
と
課
題
を
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
は
、
要
約
筆
記
と
手
話
通
訳
と
の
連

携
に
よ
っ
て
、
障
害
者
だ
け
で
な
く
参

加
者
全
員
に
充
実
し
た
情
報
支
援
が
行

え
た
こ
と
や
、
大
会
を
通
し
て
数
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
障
害
者
と
関
わ
り

を
も
つ
機
会
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
成

果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
課
題
に

つ
い
て
は
、
参
加
者
か
ら
「
も
っ
と
個

人
の
持
ち
味
を
出
せ
る
工
夫
を
」
と
意

見
が
出
さ
れ
、
活
動
者
の
意
欲
を
活
か

す
大
会
運
営
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
大
会
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
す
る
課
題
を
教
訓
に
、
行
政

も
巻
き
込
み
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が

自
発
的
に
市
民
社
会
を
創
り
あ
げ
て
い

く
姿
勢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
 

《
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
か
う
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達
》
 

平
成
20
年
1
月
26
日
（
土
）
に
開
催

し
た
第
2
回
目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

兵
庫
県
の
中
間
支
援
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
中
村
順
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神

戸
理
事
長
）
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
講

演
で
は
、
社
会
に
は
企
業
セ
ク
タ
ー
・

行
政
セ
ク
タ
ー
に
加
え
て
非
営
利
市
民

セ
ク
タ
ー
が
存
在
し
、
そ
の
中
に
は
自

治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
や
活
動
形
態
が

あ
る
こ
と
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

続
い
て
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
、
参
加
者
が
「
介
護
予
防
」
や
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
者

の
開
拓
」

と
い
う
、

今
後
取
り

組
み
た
い

と
思
う
テ

ー
マ
を
選

び
、
取
り
組
み
を
阻
む
要
因
や
大
切
に

し
た
い
視
点
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
 

1
回
目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
ボ
ラ
ン

タ
リ
ー
活
動
の
原
点
„
自
発
性
“
の
大

切
さ
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に

こ
れ
か
ら
自
分
達
に
は
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
た
2
回
目
。
の
じ
ぎ
く
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
交
流
を
契

機
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
参
加
者
同
士

で
議
論
・
共
有
で
き
ま
し
た
。
 

　
 

�



【朝来市】 
今回は 

ボ
ラ
セ
ン
の
取
り
組
み

紹
介
し
ま
す
 

障
害
者
の
余
暇
活
動
の
充
実
の
た
め
に
 

〜
余
暇
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
〜
 

朝来市ボランティア 
　　　　　市民活動センター

〒669－5152　朝来市山東町楽音寺118
山東老人福祉センター内
TEL 079－676－5215　FAX 079－676－4665　
URL　http://sasayuri-net.jp/users/asago-sishakyo/top.html
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当
事
者
の
願
い
か
ら
 

 　
「
買
い
物
に
行
き
た
い
」
「
映
画
を
一
緒
に
楽

し
み
た
い
」
 

　
こ
う
し
た
当
た
り
前
の
願
い
の
実
現
に
向
け
、

朝
来
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、「
ボ
ラ
セ
ン
」
）
が
「
余
暇
活
動
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
」
を
始
め
た
の
は
2
年
前
の
こ
と
で
す
。

き
っ
か
け
は
「
月
に
1
回
で
も
い
い
か
ら
プ
ー
ル

に
一
緒
に
行
っ
て
も
ら
え
る
人
は
い
な
い
か
」
と

い
う
障
害
者
の
親
か
ら
の
相
談
で
し
た
。
ボ
ラ
セ

ン
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
や
作
業
所
に
相

談
を
持
ち
か
け
る
一
方
、
公
的
支
援
だ
け
で
は
な

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
関
わ
る
こ
と
で
も
っ
と
豊
か

な
人
間
関
係
づ
く
り
と
余
暇
活
動
の
充
実
が
図
ら

れ
る
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
障
害
者

の
余
暇
活
動
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

は
市
内
に
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
作
業
所
に
通
う

障
害
者
を
み
る
と
、
休
日
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
社
会
活
動
の
た
め
に
外
出
す
る
方
は
少
な
い
状

況
で
し
た
。
相
談
者
一
人
の
問
題
で
は
な
い
と
考

え
た
ボ
ラ
セ
ン
は
「
余
暇
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
平
成
18
年
度
に
開
催
し

た
こ
の
講
座
に
は
10
名
の
市
民
が
参
加
し
、
デ
イ

キ
ャ
ン
プ
な
ど
体
験
活
動
を
障
害
者
と
と
も
に
行

い
ま
し
た
。
 

　
　
気
づ
き
を
共
有
し
て
グ
ル
ー
プ
化
へ
 

 　
平
成
１９
年
度
は
、
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て

全
5
回
の
「
余
暇
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

を
開
催
し
、
１３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
体
験
に

よ
る
気
づ
き
を
重
視
し
、
作
業
所
の
利
用
者
と

余
暇
を
一
緒
に
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し

ま
し
た
。
講
座
最
終
日
に
は
、
講
座
で
気
づ
い

た
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
「
障
害
者
に
対

す
る
接
し
方
や
考
え
方
が
変
わ
っ
た
」
「
介
助

と
い
う
大
げ
さ
な
も
の
で
は
な
く
、
少
し
の
支

え
だ
け
で
良
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
少
し
の
サ
ポ
ー
ト
で
障
害
者
が
も
っ

と
生
活
を
楽
し
め
る
こ
と
、
障
害
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
誰
も
が
生
活
を
楽
し
む
権
利
の
あ
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
活
動
の
継
続
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
、
講
座
修
了
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
い
い
余
暇
ん
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
現

在
、
作
業
所
と
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
年
末
に
は
あ
る
作
業
所
が
行
う
ト
ー
ン
チ

ャ
イ
ム
※

の
演
奏
に
、
余
暇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
作

業
所
の
利
用
者
が
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
と
も

に
練
習
を
重
ね
、
大
成
功
の
う
ち
に
終
え
ま
し

た
。
当
事
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
練
習
の
成
果

を
多
く
の
市
民
に
披
露
す
る
と
と
も
に
、
一
つ

の
成
功
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
　
支
援
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
 

 　
ボ
ラ
セ
ン
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
だ
け
を

ゴ
ー
ル
に
せ
ず
、
誰
も
が
地
域
で
当
た
り
前
に

暮
ら
す
こ
と
へ
の
理
解
と
支
援
を
、
よ
り
多
く

の
市
民
に
広
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
「
余
暇
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

は
、
学
生
・
生
徒
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
夏
休

み
に
開
催
し
、
5
名
の
高
校
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
学
校
の
福
祉
学
習
と
関
連
づ

け
る
こ
と
で
若
い
世
代
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
広
報
紙
や
社
会
福
祉
大
会
で
の
広

報
・
啓
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て

余
暇
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
義
を
伝
え
て
い

ま
す
。
 

　
今
後
、
余
暇
活
動
の
選
択
肢
を
広

げ
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関

と
の
連
携
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
小

地
域
で
の
福
祉
学
習
を
推
進
し
、
障

害
者
の
余
暇
活
動
や
地
域
で
の
自
立

生
活
に
つ
い
て
考
え
る
場
を
地
域
の

中
に
つ
く
る
予
定
で
す
。
 

 ※
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
と
は
、
ア
ル
ミ

合
金
製
の
パ
イ
プ
を
た
た
い
て
共
鳴

さ
せ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
に
似
た
楽
器

ボ
ラ
セ
ン
職
員
か
ら
一
言
！
 

　
講
座
を
と
お
し
、「
障
害
者
だ
か
ら
何
も
出

来
な
い
存
在
な
の
で
は
な
く
、や
れ
ば
出
来
る

存
在
」
と
い
う
事
を
改
め
て
学
ば
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
周
囲
の
理
解
や
サ
ポ
ー
ト
が
あ

れ
ば
も
っ
と
豊
か
な
余
暇
生
活
が
送
れ
る
と

い
う
証
明
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
余
暇
生
活
支
援
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル

ー
プ
化
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も

理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
近
い
将
来
、休
日
に
買
い
物
を
楽
し

む
障
害
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
友
人
）と
い
う

姿
が
市
内
で
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

みんな一緒だからなお楽しい！
　　　　　　　　　　　余暇活動ボランティア講座の一コマ
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私
は
、企
業
の
C
S
R
部
門
で
仕
事
を
し
て
き
て
、今
ま
で
、た

く
さ
ん
の
N
P
O
（
注
1
）
か
ら
様
々
な
要
請
を
受
け
て
き
ま
し
た
。こ

う
し
た
経
験
を
も
と
に
、N
P
O
が
企
業
と
協
働
す
る
際
に
、ど

の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
良
い
か
お
話
し
し
ま
す
。
 

①
ま
ず
、要
請
、依
頼
の
相
手
と
な
る
企
業
の
こ
と
を
事
前
に
よ
く

調
べ
て
く
だ
さ
い
。
協
力
を
依
頼
す
る
内
容
が
、企
業
の
関
心
を
持

っ
て
い
る
こ
と
、企
業
の
活
動
し
て
き
た
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
で

あ
れ
ば
、相
手
の
懐
に
入
り
や
す
い
と
い
え
ま
す
。
私
の
経
験
で
は
、

お
互
い
が
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ら
連
携
が
可
能
で
す
。
通
常
な
ら
競

争
関
係
に
あ
る
企
業
同
士
で
あ
っ
て
も
、課
題
解
決
の
た
め
協
働

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

②
次
に
、企
業
や
企
業
担
当
者
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
知
っ
て
く

だ
さ
い
。
あ
る
程
度
の
規
模
の
企
業
が
組
織
と
し
て
決
定
す
る
に

は
、内
部
で
の
承
認
手
続
き
が
必
要
で
、時
間
も
か
か
り
ま
す
。
企

業
と
し
て
は
、株
主
も
含
め
た
利
害
関
係
者（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）

に
説
明
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
社
内
で
は
、担
当
者

が
役
員
な
ど
に
説
明
し
、決
定
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、説
明
資
料

は
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
う
し

た
資
料
も
、N
P
O
側
が
提
供
す
る
と
企
業
担
当
者
の
負
担
が
軽

減
し
ま
す
。
ま
た
、皆
さ
ん
方
の
N
P
O
が
今
ま
で
ど
ん
な
活
動
を

し
て
き
た
の
か
一
目
で
わ
か
る
も
の
、例
え
ば
、事
業
概
要
の
冊
子
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
が
あ
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。こ
の
よ
う
な
資
料

は
、求
め
ら
れ
た
と
き
に
す
ぐ
出
せ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
普
段
か
ら
、ま
と
め
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

③
さ
ら
に
、事
業
が
終
了
し
た
ら
、実
績
報
告
を
企
業
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。
冊
子
形
式
で
も
結
構
で
す
が
、写
真
や
ビ
デ
オ
で
活
動

状
況
を
報
告
す
る
と
い
う
の
も
効
果
的
で
す
。
要
は
、時
機
を
逃

さ
ず
的
確
な
報
告
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
状
況
に
よ
っ
て
は

中
間
報
告
も
必
要
で
す
。
ま
た
、会
計
報
告
は
、事
業
終
了
後
速

や
か
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、繰
越
金
が
出
れ
ば
、そ
れ

を
次
の
活
動
に
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
示
し
て
く
だ
さ
い
。こ
う
し

た
報
告
を
き
ち
ん
と
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、次
の
協
力
を
受
け

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
 

④
そ
れ
か
ら
、協
働
す
る
事
業
は
、そ
の
実
績
報
告
に
お
い
て
企
業

が
参
加
、協
力
し
た
こ
と
が
は
っ
き
り
残
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。
先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、企
業
は
、各
種

の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
か
ら
で
、

皆
さ
ん
方
の
報
告
は
、そ
の
た
め
の
貴
重
な
記
録
に
も
な
り
ま
す
。
 

⑤
重
要
な
こ
と
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、企
業
が
N
P
O
と
の

協
働
を
決
め
る
際
に
は
、そ
の
N
P
O
の
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
か
、N
P
O
の
支
援
団
体
に
著
名
な
企
業
･
団
体
が
入
っ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、決
め

手
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

　
N
P
O
の
名
前
を
聞
け
ば
、ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
企

業
担
当
者
に
思
い
浮
か
べ
て
も
ら
え
る
く
ら
い
で
あ
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。こ
う
し
た
状
態
に
な
る
こ
と
は
、す
ぐ
に
出
来
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、普
段
か
ら
の
地
道
な
活
動
の
延
長
線
上
に
あ

る
こ
と
で
、特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
そ
も
そ
も
企
業
な
ら
ば
、こ
う
し
た
活
動
は
、常
に
事
業
･
経

営
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
昔
は
、テ
レ
ビ
広
告
を
ど
ん

ど
ん
出
し
た
り
、人
気
番
組
の
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
る
こ
と
で
知
名
度

が
上
が
り
、そ
れ
が
企
業
ブ
ラ
ン
ド
力
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、今
は
、企
業
の
財
務
力
、技
術
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

が
必
要
で
、そ
れ
が
ブ
ラ
ン
ド
力
と
一
体
化
し
な
い
と
効
果
を
発
揮

し
ま
せ
ん
。
N
P
O
に
お
い
て
も
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
活
動
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
注
力
す
る
こ
と
が
、そ
の
N
P
O
の
発
展
に
つ
な
が
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
（
注
2
）
。
 

 （
注
1
）こ
の
講
義
で
は
非
営
利
の
市
民
活
動
団
体
の
意
味
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

（
注
2
）当
日
の
講
義
で
は
、企
業
が
実
際
に
行
っ
て
い
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
活
動
に
つ
い
て
も
事
例
を
あ
げ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
受
講
者
は
、
N
P
O
大
学
全
体
を
通
じ
て
、

S
W
O
T
分
析
、B
S
C
な
ど
経
営
計
画
を
立
て
る
際
の
手
法
を

学
び
ま
し
た
。
 

 

　
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
は
、関
係
機
関
や
団
体
と
協
働
し
、N
P
O
の
人
材
育
成
に
資
す

る
た
め
N
P
O
大
学
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す（
詳
細
は
本
紙
11
号
）。
今
年
度
も
N
P
O
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
役
立
つ
実
践
的
な
講
義
、演
習
を
実
施
し
ま
し
た
が
、本
号
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
内
容
は
、株
式
会
社
ア
シ
ッ
ク
ス
で
C
S
R
を
担
当
さ
れ
て
い
る
田
ノ
岡
義
純
さ
ん（
管
理
統
括
部
法

務
部
C
S
R
推
進
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）が『
N
P
O
と
企
業
―
協
働
の
ポ
イ
ン
ト
を
さ
ぐ
る
―
』と
題

し
講
義
さ
れ
た
も
の
を
、ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

―
協
働
の
ポ
イ
ン
ト
を
さ
ぐ
る
― 

N
P
O
と
企
業
 

NPO 

企  業 

2
0
0
7
年
度
N
P
O
大
学
か
ら
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（
取
材
‥
地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
高
村
　
有
子
）

NPO法人 と 木材コーディネーター の いい関係 

NETWORK

〜
「
ま
ち
」
と
「
も
り
」
が
持
つ
資
源
を
循
環
〜
 

「
ま
ち
と
も
り
の
生
活
ア
ト
リ
エ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
構
成
員
の
ひ
と
り
 

能
口
さ
ん（
木
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
 

Vol.20

 
 
ど
う
し
て
丹
波
で
仕
事
を
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
す
か
？
 

 
 
１４
年
ほ
ど
前
に
丹
波
に
移
住
し
た
頃
は
、自
然
環
境
の
豊
か
な
所
で
暮

ら
し
た
い
と
の
思
い
だ
け
で
、と
り
あ
え
ず
求
人
の
あ
っ
た
製
材
所
に
勤
め
ま

し
た
。
当
初
は
の
ん
び
り
と
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、山
の
木
を
伐
り
、

建
築
の
材
料
に
加
工
す
る
工
程
を
経
験
す
る
う
ち
に
、林
業
の
厳
し
い
現
状

に
直
面
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、新
た
な
木
材
流
通
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た

時
に
、同
じ
考
え
を
持
つ
一
級
建
築
士
と
出
会
い
、4
年
前
に
有
限
会
社
ウ
ッ

ズ
を
設
立
し
ま
し
た
。
建
築
の
設
計
と
木
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
同
時
に
行

う
こ
と
で
、地
域
の
森
づ
く
り
と
家
づ
く
り
を
直
結
さ
せ
、持
続
的
な
森
林
資

源
の
活
用
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
丹
波
の
地
は
都
市
に
近
い
木
材
生
産
地

で
す
。こ
の
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、今
の
仕
事
が
出
来
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

   
 
協
議
会
で
の
役
割
は
？
 

　
　
「
も
り
」
側
の
事
務
局
を
し
て
い
ま
す
。
移
住
者
と
し
て
、ま
ち
と
も
り

の
生
活
の
両
方
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
を
活
か
し
、交
流
活
動
が
、「
お
客
さ

ん
」
と
し
て
で
は
な
く
、も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
関
係
に
な
る
よ
う
に
、調
整

役
を
担
い
ま
す
。
 

  
 
「
も
り
」
が
「
ま
ち
」
に
望
む
も
の
は
？
 

 
 
丹
波
は
７
割
が
山
林
で
残
り
３
割
の
う
ち
半
分
が
農
地
で
す
。
人
口
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、農
地
や
山
林
は
後
継
者
が
減
り
維
持
す
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
は
ま
だ
健
在
で
す
。
丹

波
で
は
、自
然
環
境
や
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ま
ち
」
と
の
交
流
に
よ
り
地
域
に
新
た
な
活
力

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
交
流
事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、丹
波

を
「
第
二
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
、地
元
の
人
と
の
心
の
つ
な
が
り
が
で
き
れ

ば
、そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

  

特定非営利活動法人 
コミュニティ･ 
　　サポートセンター神戸 
理事長　中村　順子 
〒658-0051
神戸市東灘区住吉本町2－13－1
森田ビル3階
TEL 078－841-0310
FAX 078－841-0312
E-mail info@cskobe.com
ＵＲＬ http://www.cskobe.com/

（特）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
神
戸
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● 

「
ま
ち
」
と
「
も
り
」
の
出
会
い
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
神
戸（
以
下
、C
S
神
戸
）が
都
市
と
農
村

の
交
流
促
進
事
業
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
、平
成
１７

年
に
開
催
さ
れ
た„
た
ん
ば
・
田
舎
暮
ら
し
フ
ォ
ー
ラ

ム
“へ
の
参
加
で
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、「
定
住
は
で

き
な
い
が
、自
然
に
触
れ
た
い
」
と
い
う
ま
ち
の
住
民

の
希
望
と
、「
安
全
な
農
作
物
を
広
め
た
い
」
と
い
う

農
村
の
住
民
の
希
望
を
知
り
ま
し
た
。
 

 
● 

協
議
会
の
結
成
 

森
に
降
っ
た
雨
は
森
の
栄
養
分
を
含
ん
だ
地
下
水

と
な
り
、川
と
な
っ
て
田
畑
の
作
物
を
実
ら
せ
、海
に

流
れ
込
み
魚
介
類
を
育
て
ま
す
。
森
が
枯
れ
る
こ
と

は
田
畑
や
海
が
荒
廃
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
そ
こ
で
採

れ
る
も
の
を
食
べ
る
「
ま
ち
」
の
住
民
の
食
糧
問
題
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
 

「
ま
ち
」と「
も
り
」が
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て「
ま

ち
」
の
住
民
が
自
然
を
理
解
し
森
の
再
生
を
手
助
け

す
れ
ば
、共
生
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
が
出
来
る
。
そ

う
考
え
た
5
団
体（
「
も
り
」
の
農
業
者
グ

ル
ー
プ
、製
材
所
、木
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
「
ま
ち
」の
C
S
神
戸
、都
市
と
山
村

を
結
ぶ
会
）が『
ま
ち
と
も
り
の
生
活
ア
ト

リ
エ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
』
を
結
成
し
、

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

 
●
丹
波
を
体
感
、そ
し
て
関
わ
る
 

C
S
神
戸
が
「
ま
ち
」
の
窓
口
と
な
り
、

ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
の
助
成

金
に
よ
っ
て
、平
成
１８
年
度
か
ら
丹
波
で
農
業
や
木
工

を
体
験
す
る„
体
感
ツ
ア
ー
“や
丹
波
の
住
民
を
神
戸

に
招
く„
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
“な
ど
、数
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、「
ま
ち
」「
も
り
」
双
方
に
ニ
ー

ズ
や
期
待
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
平
成
１９
年
度
は
「
ま
ち
」
が
「
も
り
」
に
一
貫

し
て
関
わ
る
取
り
組
み
と
し
て
、神
戸
で
の
講
義
と
丹

波
で
の
実
習
を
半
年
間
で
２５
回
行
う
講
座
を
開
催
し
、

文
化
や
農
業
の
ほ
か
、「
も
り
」
の
伐
採
か
ら
植
林
に

至
る
ま
で
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。
 

講
座
に
は
、レ
ジ
ャ
ー
を
満
喫
し
た
い
受
講
者
が
い

る
一
方
、も
っ
と
深
く
「
も
り
」
と
付
き
合
い
た
い
と
思

う
人
も
出
て
き
た
こ
と
か
ら
、平
成
２０
年
度
は
こ
れ
ま

で
の
事
業
と
並
行
し
て
、C
S
神
戸
は
自
然
の
豊
か

さ
と
人
間
の
生
活
の
質
を
と
も
に
向
上
さ
せ
る
た
め

の
講
座
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
「
ま
ち
」
と
「
も
り
」

は
、着
実
に
そ
の
循
環
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。
 

丹
波
は
神
戸
・
阪
神
間
か
ら
車
で
約
１
時
間
半
。
人

や
地
域
資
源
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、新
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
づ
く
り
を
す
る
に
は
、程
よ
い
遠
さ
で
す
。
　
 

 

丹波市氷上町井中にて　堆肥作り
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「
笑
い
」の
効
能 

昨
今
、音
楽
療
法
な
ど
色
々
な
セ
ラ
ピ
ー

が
盛
ん
で
す
。
中
で
も
「
笑
い
や
ユ
ー
モ
ア
」

が
心
身
の
ケ
ア
面
で
も
有
効
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
米
国
で
は
既
に「
ユ
ー
モ
ア
セ
ラ
ピ
ー
」

が
医
療
の
現
場
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、わ
が
国
で
も
「
笑
い
療
法
」の
研
究
が

進
ん
で
お
り
、「
笑
い
」が
自
然
治
癒
力
や
免

疫
力
を
高
め
、健
康
増
進
、老
化
防
止
に
役

立
つ
な
ど
、医
学
的
効
能
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
 

 

認
知
症
の
お
年
寄
り
が
、ニ
ー
ト
の 

若
者
が
、し
ゃ
べ
り
、笑
う
！ 

ユ
ー
モ
ア
セ
ラ
ピ
ー
の
参
加
者
が
、「
早

口
言
葉
」
や
「
ひ
ら
め
き
言
葉
遊
び
」
な
ど

の
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
、ユ
ー
モ
ア
セ
ラ
ピ
ス

ト
と
一
緒
に
体
験
す
る
こ
と
で
、楽
し
い「
笑

い
の
空
間
」
が
自
然
に
醸
し
出

さ
れ
ま
す
。
 

介
護
老
人
福
祉
施
設
で
は
、

普
段
無
口
な
認
知
症
の
お
年
寄

り
が
次
々
と
言
葉
を
発
し
笑
い

の
輪
が
広
が
り
、若
者
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、最
初
暗
い
顔
を
し
て

い
た
若
者
が
い
つ
の
間
に
か
隣

の
人
と
会
話
し
、来
た
時
と
は

別
人
の
よ
う
な
笑
顔
で
「
ま
た

来
ま
す
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
い
き

ま
す
。
 

ユ
ー
モ
ア
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
で
楽
し
い 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を 

ユ
ー
モ
ア
ら
い
ふ
Ｈ
ｙ
ｏ
ｇ
ｏ
は
、希
薄
に
な
っ

た
現
代
社
会
の
人
間
関
係
を
、ユ
ー
モ
ア
セ
ラ
ピ

ー
に
よ
り
生
ま
れ
る
「
笑
い
」
で
、厚
い
氷
を
溶

か
す
よ
う
に
和
や
か
な
雰
囲
気
の
場
へ
と
変
え

て
い
く
活
動
を
地
域
や
福
祉
施
設
等
で
進
め
て

い
ま
す
。
 

自
ら
の
難
病
を
克
服
し
、介
護
施
設
の
責
任

者
も
経
験
し
た
理
事
長
の
佐
原
宏
昌
さ
ん
は
今

後
の
課
題
と
し
て「
ユ
ー
モ
ア
セ
ラ
ピ
ー
の
概
念

や
技
術
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、支
援
の
担
い

手
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
心
温
ま
る
良
好
な
人

間
関
係
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、支
援
を
求

め
る
人
々
と
地
域
の
元
気
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
笑
い
が
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

エ
ッ
セ
ン
ス
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。
 

ユ
ー
モ
ア
セ
ラ
ピ
ー
で
 

　
　
　
笑
い
の
あ
る
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
 

 

（特）
ユ
ー
モ
ア
ら
い
ふ
Ｈ
ｙ
ｏ
ｇ
ｏ（
神
戸
市
）
 

Add.1

Vol.20

特定非営利活動法人 ユーモアらいふHyogo
〒657-0846
神戸市灘区岩屋北町５－３－２１－1208号
理事長　佐原　宏昌
TEL 078-219-4200 
FAX 078-219-4200
URL  http://www.rak3.jp/user/genkibin

笑いを醸し出すユーモアセラピー会場

（
取
材
‥
地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
松
本
　
竹
生
）

Vol.20
Add.2

（
取
材
‥
地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
松
本
　
竹
生
）

源
平
の
時
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
街
　
須
磨
 

　
須
磨
は
豊
か
な
自
然
と
史
跡
に
恵
ま
れ
た

街
で
す
。
須
磨
歴
史
倶
楽
部
の
人
た
ち
の
案

内
で
史
跡
の
一
つ
ひ
と
つ
を
巡
り
歩
く
と
、源

平
の
時
代
や
遠
い
歴
史
上
の
人
た
ち
を
彷
彿

と
さ
せ
、す
ぐ
に
は
立
ち
去
れ
な
い
想
い
が
き

っ
と
湧
い
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

歴
史
の
街
の
伝
道
者 

　
平
成
１５
年
、須
磨
の
歴
史
に
興
味
を
持
つ

人
た
ち
が
集
ま
り
、任
意
団
体
と
し
て
須
磨

歴
史
倶
楽
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
義
経
」
の
放
映
で
源
平

ブ
ー
ム
に
火
が
つ
き
、源
平
合
戦
を
主
と
し
た

情
報
発
信
や
観
光
ガ
イ
ド
の
追
い
風
に
な
り

ま
し
た
。
 

　
現
在
、J
R
須
磨
駅
で
の
観
光
案
内
、史
跡

探
訪
ウ
ォ
ー
ク
の
開
催
、歴
史
散
策
マ
ッ
プ
の

作
成
・
配
布
、講
師
の
派
遣
や
地
域
イ
ベ
ン
ト

の
協
力
な
ど
、須
磨
観
光
協
会
や
行
政
機
関

と
も
協
働
・
連
携
し
な
が
ら
多

岐
に
わ
た
る
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
 

　
中
で
も
大
正
時
代
に
山
内

任
天
堂
が
発
行
し
絶
版
に
な
っ

て
い
た„
幻
の
か
る
た
“『
須
磨

百
首
か
る
た
』
を
復
元
し
、区

内
の
学
校
や
図
書
館
等
に
配

布
す
る
と
と
も
に
、須
磨
寺
前

商
店
街
が
開
催
し
た
「
須
磨
か

る
た
大
会
」
に
企
画
・
協
力
し

た
こ
と
は
、地
域
の
人
た
ち
の

好
評
を
博
し
ま
し
た
。
同
商
店

街
を
歩
く
と
、こ
の
「
か
る
た
」
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
「
須
磨
か
る
た
灯
籠
」が
店
先
に
置
い
て
あ

り
、街
の
雰
囲
気
づ
く
り
な
ど
に
も
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
ま
た
、定
例
学
習
会
で
の
各
人
の
研
究
成
果

を
歴
史
講
座
「
須
磨
学
」
で
講
師
と
し
て
一
般
の

人
た
ち
に
披
露
す
る
の
も
、会
員
の
励
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

須
磨
の
魅
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
 

　
会
員
に
よ
る
史
跡
の
同
行
案
内
や
歴
史
講
座

な
ど
を
通
じ
て
、須
磨
の
伝
統
文
化
を
多
く
の

人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
活
動
が
、„
歴
史
薫
る

街
・
須
磨
“の
魅
力
を
更
に
深
め
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
歴
史
散
策
や
イ

ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、「
須
磨
か
る
た
大
会
」
や
「
須

磨
か
る
た
灯
籠
」
に
よ
る
商
店
街
の
活
性
化
な

ど
、同
倶
楽
部
の
活
動
は„
須
磨
の
魅
力
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
“に
着
実
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
 

　
 

歴
史
薫
る
街
　
 

　
　
須
磨
の
魅
力
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
 

（特）
須
磨
歴
史
倶
楽
部
（
神
戸
市
）
 

特定非営利活動法人 須磨歴史倶楽部 
理事長　西海　淳二
〒654-0061
神戸市須磨区高尾台２－４－３（川島方）
TEL 090-8539-8703
FAX 078-791-8974
URL http://www.suma-kankokyokai.gr.jp/

JR須磨駅で観光案内をする須磨歴史倶楽部の会員
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効
果
的
な
広
報
に
は
、
表
現
内
容
の
吟
味
も
大
切

で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
情
報
が
伝
わ
る
の
か
、

そ
の
ル
ー
ト
か
ら
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 「
作
っ
た
だ
け
」
に
な
ら
な
い
た
め
に 

 

広
報
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
に
は
、
様
々
な

ツ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
考
え

る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
異
な
り
ま
す
。
新
聞
・
テ
レ
ビ

と
い
っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
た
広
報
と
違
い
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
使
う
機
会
の
多
い
、
団
体
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
会
報
、
活
動
の
チ
ラ
シ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
ブ
ロ
グ
も
含
む
）
に
よ
る
広
報
で
は
、
タ

ー
ゲ
ッ
ト
が
自
分
達
の
メ
デ
ィ
ア
ま
で
辿
り
つ
く
道

を
確
保
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
必
死
の
苦
労
で
作
り
上
げ
た

チ
ラ
シ
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、
た
だ
「
作
っ
た
だ

け
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
に

こ
ん
な
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
 

中
高
年
の
男
性
を
中
心
と
し
た
、
子
育
て
支
援
グ

ル
ー
プ
で
、
若
い
お
父
さ
ん
向
け
に
「
父
親
も
一
緒

に
な
っ
た
子
育
て
の
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」
を
行
っ
て
い

る
が
、
あ
ま
り
参
加
者
が
集
ま
ら
な
い
と
の
こ
と
。
 

よ
く
お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
募
集
は
プ
ラ
ザ
な

ど
の
自
分
た
ち
が
登
録
し
て
い
る
支
援
セ
ン
タ
ー
や

自
分
た
ち
の
知
っ
て
い
る
範
囲
に
チ
ラ
シ
を
手
渡
し

や
設
置
し
て
い
る
だ
け
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

し
か
し
、
プ
ラ
ザ
な
ど
の
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

普
通
若
い
お
父
さ
ん
が
多
く
は
来
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ

ま
り
チ
ラ
シ
の
効
果
は
期
待
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
 

方
法
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
お
母

さ
ん
を
経
由
し
て
見
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
っ
て
、
保

育
園
や
幼
稚
園
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
関
係
が

つ
な
が
っ
た
上
で
チ
ラ
シ
を
置
か
せ
て
も
ら
う
等
を

す
れ
ば
、
一
定
の
効
果
が
見
込
め
ま
す
。
 

チ
ラ
シ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
文
面
と
い
っ
た
「
見
ら

れ
て
か
ら
の
話
」
を
す
る
よ
り
前
に
、
ま
ず
ど
こ
で

な
ら
一
番
見
て
も
ら
え
る
の
か
、
ど
ん
な
形
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
一
番
興
味
を
引
け
る
の
か
を
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
 

　
 

目
に
つ
き
や
す
い 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
っ
て
？
 

 今
、
ど
の
世
代
で
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
広
報
へ
の
活
用
も
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
 

し
か
し
、
膨
大
な
情
報
の
山
か
ら
求
め
る
モ
ノ
に

辿
り
つ
く
た
め
に
は
、
Y
a
h
o
o
!
や

G
o
o
g
l
e
と
い
っ
た
検
索
サ
イ
ト
（
エ
ン
ジ

ン
）
を
使
い
こ
な
す
行
為
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
 

そ
し
て
、
検
索
結
果
で
情
報
を
求
め
る
人
に
適
切

な
情
報
が
よ
り
上
位
に
現
れ
る
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
の
工
夫
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
う
し
な
け
れ
ば
、
自
分
の
団
体
に
興
味
が
湧
い

た
人
が
団
体
名
で
検
索
し
た
と
き
に
、
順
位
が
と
て

も
後
ろ
の
方
に
表
示
さ
れ
、
情
報
を
求
め
て
い
る
人

が
た
ど
り
着
け
な
い
事
態
も
起
こ
り
え
ま
す
。
 

そ
れ
ら
の
技
術
や
行
為
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｏ
（
検
索
エ
ン

ジ
ン
最
適
化
）
と
呼
ば
れ
、
様
々
な
技
術
や
手
法
が

あ
る
と
い
い
ま
す
が
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
ラ
ン
ク
付

け
の
仕
組
み
は
頻
繁
に
変
わ
り
ま
す
の
で
、
地
道
に

コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
て
認
知
を
広
げ
て
い
く
の

が
最
も
近
道
で
す
。
 

手
法
や
技
術
に
興
味
が
お
あ
り
の
方
は
、
様
々
な

マ
ニ
ュ
ア
ル
サ
イ
ト
や
本
、
専
門
業
者
が
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
う
い
う
も
の
こ
そ
「
検
索
」
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
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○ひょうごボランタリープラザの移転について 

　　ひょうごボランタリープラザは平成20年3月2日、神戸クリスタルタワーの10階から6階に移転致しました。
　また、新年度から開館日・時間等を変更致します。ホームページ等でご確認ください。
　(http://www.hyogo-vplaza.jp) 

○コラボレーションの休刊について 

　「コラボレーション」は本号をもって休刊させていただきます。これまでご愛読いただきました皆さまに厚く
お礼申し上げます。
　今後は、プラザのホームページやメールマガジン「コラボNEWS」（利用登録はプラザホームページから）等
を中心に、ボランタリーに関する情報を発信していく予定ですのでよろしくお願い致します。

お知らせ  お知らせ  

1月26日(土)、27日(日)に、コープこうべ生活文化
センター（神戸市東灘区）で８回目を迎えたスクエア
２１が開催されました。
「ボランティア・市民活動元気アップアワード」では、
フードバンク関西（芦屋市）が元気アップ大賞に選ば
れました。「ひょうごボランティア・市民活動フォーラム」
では、グループディスカッションのまとめとして出現し
た“資源の木”に会場がどよめく場面も。「ふれあいマー
ケット」では、東灘区自立支援協議会の各作業所の皆

さんが日頃の活動をＰＲしながら商品を販売しました。
また、スクエア２１実行委員会の主催事業以外にも、

「第2回のじぎくボランタリーフォーラム」・「セカンド
ライフフォーラム」・「県民ボランティア活動賞表彰式」・
「企業・NPO協働奨励事業表彰式」・「震災メモリア
ルコンサート」・「阪神淡路大震災メモリアル展」が開
催され、まさにボランタリー活動のスクエア（ひろば）
に様々な方がつどい、交流を深めました。

※詳しくはプラザのホームページをご覧ください。

にぎわうふれあいマーケット フォーラムの成果は
3メートル余の“資源の木”

こつこつ大賞に輝く兵庫県難聴者福祉協会

8

　関連法規の改正により、平成20年3月31日（月）をもって、現行の死亡見舞金（50万円）の運営を終了し、
新たな死亡見舞金（10万円）を平成20年4月1日より開始します。
　現行の死亡見舞金（50万円）の請求については、給付金支払事由の発生の日から起算して2年以内に行って
ください。

ボランティア・市民活動災害共済の制度変更のご案内 ボランティア・市民活動災害共済の制度変更のご案内 
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